
１　廃棄物の区分

　廃棄物は上記の①～③に分類されます。

　事業活動に伴って発生するごみのうち、法で定められた20品目を「①産業廃棄物」といい、それ以外を

を「②事業系一般廃棄物」といいます。事業系一般廃棄物を取り扱う場合は、産業廃棄物の定義の把握

が不可欠です。

　また、事業活動に伴わない家庭生活の中で発生する廃棄物は「③家庭系一般廃棄物」に該当します。

　今回の許可申請で取り扱えるようになるのは稲沢市内で発生した「②・③の一般廃棄物」のみです。

※稲沢市の一般廃棄物処理業の許可では、産業廃棄物や他市町村の廃棄物は取り扱えません。

　　　【問題】以下の廃棄物は、①～③のどの区分に該当しますか。

　　・事業所から出たポテトチップの袋  　・従業員の昼食時の弁当がら

　　・スーパーで売れ残った食材  　・工場から出た製造ミスのレトルト食品

　　・コーヒーショップで挽いた豆のかす  　・事業所敷地内の落ち葉

☆一般廃棄物と産業廃棄物の区分をきちんと理解しておかないと、無許可行為となる場合もあります。

　　無許可営業は５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金またはその両方。

２　廃棄物処理の「許可」について

　ごみを運ぶだけなら、車があれば誰でもできます。しかし、廃棄物は不衛生であり、その

処理に土地が必要になるといった問題があります。不特定多数の業者が廃棄物を扱うこと

は、能力不足や知識不足が原因で、伝染病の蔓延や不法投棄、土壌汚染等を引き起こす

恐れがあります。そのため原則、廃棄物処理業は自治体の許可がなければ行うことができません。

☆許可交付のためには、廃棄物の処理設備や知識を有していることは必要不可欠です。

一般廃棄物処理業の許可について

※特別管理廃棄物の記載は省略

廃棄物

（ごみ）

事業活動に伴って

発生したごみ

家庭生活の中で

発生したごみ

①産業廃棄物

（法で定められた２０品目）

②事業系一般廃棄物

（産業廃棄物以外のごみ）

③家庭系一般廃棄物



３　一般廃棄物と産業廃棄物の許可の違いについて

　産業廃棄物の許可を得るためには「①基準能力を有していること」と「②欠格

要件に該当しないこと」の２つの条件を満たす必要があります。

　これに対し、一般廃棄物の許可を得るためには、この２つの条件に加えて、

「③市町村による処理が困難であること」と「④市町村の処理計画に適合して

いること」が必要です。

　市町村は基準能力を有しているからといって、許可を出すことはできないのです。

４　環境センターでの搬入検査について

　環境センターでは、産業廃棄物やリサイクル資源が持ち込まれていないか定期的に検査を行っています。

これまでの検査では、非常に高い割合で以下の異物が発見されました。取引先にも注意を促してください。

・ビニール、弁当がら、トレイなどの廃プラスチック類（産業廃棄物）

・ペットボトル、スチール缶、アルミ缶などのリサイクルできる資源

・オフィスペーパー、牛乳パックなどの紙類

☆取引先の事業者が事業系一般廃棄物の中に産業廃棄物や資源を混ぜてしまう

場合は、収集しないでください。排出者だけでなく、収集員も責任を問われます。

☆改善がみられない場合は、改善計画書の提出を求めます。搬入停止処分とする場合もあります。

５　リサイクルできる資源について

　事業者から排出される紙類（オフィスペーパー等）は事業系一般廃棄物ですが、

稲沢市では処理計画で資源としてリサイクルするよう定めています。（環境センター

には搬入できません。）また、事業者から排出される金属類（アルミ缶・スチール缶

等）やペットボトルは産業廃棄物に該当しますが、こちらもリサイクルするようにお願

いしています。なお、稲沢市では市内事業者から排出されるリサイクル資源のうち、

金属類（アルミ缶・スチール缶等）及びペットボトルを受入れています。

　収集時にこれらの資源を確認した場合、廃棄物として収集するのではなく、分別

して資源化するよう依頼してください。資源とごみをしっかりと分別すれば、ごみ減

量に繋がりますので、許可業者の皆様もご協力ください。

６　社内研修のお願い

　こんな初歩的な廃棄物の知識は知っていて当然だと思っているそこのあなた。あなたの周りの社員は本当

に理解していますか。また、今日はどんなごみが出されていたかなど、毎日収集員と話し合っていますか。

　あなたの知識を周りの社員に伝えることはとても重要です。また、現場で困ったことがなかったか意見を吸

い上げる機会を設けることも大切です。収集員には出されていたごみを全て収集するのではなく、きちんと

分別されていないものや分別区分が間違っているものは、収集せずに取り残してくるよう伝えていますか。

　市民や取引先にとって収集員は貴社の「顔」です。収集員に問題があれば、市民は貴社だけでなく、許可

を出している稲沢市にも問題があると感じてしまいます。

☆社内で知識や情報共有に努めてください。


